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偽造ヒトラー日記

西独の週刊誌シュテルソの記者ハイデマソが、

ヒトラーの 日記を東独で発見 したというニュー

スは、世紀のスクープとばか り世界のジャーナ

リズムを震憾 させた。 しか し、1か 月足 らずの

うちに日記は贋造であることがわか った。偽造

者のナチ資料収集 ・販売業者は逮捕され、シュ

テルソ元記者のハイデマソも詐欺容疑で逮捕 さ

れるに至 り、世紀のスキャソダルと化 した。贋

造であることの決め手となったのが化学分析で

あった。

紙を溶か して、薄層クロマ トグラフィーで 分

析 してみると、 トラソスースチルベソの誘導体

がみつかった。これは

1955年 ごろから、紙を

白く仕上げるために使

われている螢光白色染

料なので、
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トランスースチルペン

ヒ トラー の 日記 が 、1932年 か ら1945

年 の間 に 書 か れ た と い うの は うそ に な る。 これ

だ け で 十 分 と思 わ れ た が 、 さ らに 、 製 本 に使 わ

れ た 糊 を 赤 外 ス ペ ク トル 分 析 で 調 べ る と 、

ポ リビニ ル ピロ リ ドソ

霧竺繍 轍 細群
接 着 剤 の1成 分 と して ポリに ルビ゚ リドン

使 わ れ る よ うに な った もの で あ る。ま た 、 ノ ー ト

の と じ糸 を 調 べ た と こ ろ6一ナ イ ロ ンが使 わ れ て

い る こと が わ か った 。

灘雛犠 憧蹴
との証拠 となる。6一 ナイoン

西独連邦文書館は、化学分析 と同時に内容も

検討 し、1962年 に出た本の引写 しである動かぬ

証拠もつかんだ。一時は、英国のタイムズ社 も

大枚を払 ってシュテルソ社と連載の契約を結ん
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だ。学者や鑑定家も振 り回された事件であった。

まず化学分析をすればよかったのにと思われる

が、本物と信 じたい心が関係者を支配 していた

のではないだろ うか。

書籍と猛犬は鎖につなげ

学生時代に、指導教授に始めて研究テーマを

いただいて、希望と不安の中、文献調査に、外

国語の専門ジャーナルがびっしり積まれた書架

が林立する図書館(室)に 足を踏み入れた時の

あの圧倒されるような感激を経験 された方は多

いと思 う。筆者にはこれに加えて、もう一つ忘

れられない印象がある。戸びらのす ぐ近 くに書

見台(本 を斜めに立てかけて、立 ったままの姿

勢で読む机)が 一つあ り、それにはなんと頑丈

な鉄鎖でつながれた大きな古びた英語の辞書が

置かれていたのである。ウェブスターが編集 し

た英語辞書であることを知 ったのは後日のこと

であった。ある先輩の話 しによると、ウェブス

ターの辞書に記載 されていない語彙を用いた英

語の論文を書いて持 って行 くと、当時の化学の

ある教授 にすごくしかられたそ うである。

ところで、ヨーロッパの大学ができ始めた こ

ろは、本一冊が現在の貨幣価値にして数百万円

もした。例えば、書二冊と畑付 きの家屋敷と同

値だったという話 も残 っている。羊皮を薄 くな

め した上に一字一字を手書きして、金銀宝石を

使 って装慎 したのだからそれも当然であろう。

学生たちは読書といえば図書館に行 くしかなく、

それ以外は不可能だった。本が このように安 く

なった現代の図書館でも、紛失 ・切取 りが後を

絶たないそ うだ。ま して本が超高価な当時だ、

貸 し出 してネコババされたら、大損害 となる。

それで、本は書見台に厳重に鉄鎖でつないで、

公開 した。今 日でも大型のグラフ雑誌などは、

平 らに積み重ね られていることが多い。昔の本

は一般に大型だ った。 クォー トフォリナは、元

来が一頭の羊の皮を四つ折 りにしただけのサイ

ズである。

このシステムはイギ リスのオックスフォー ド

が1320年 に始め、翌年は早 くもパ リのソルボソ

ヌ大学や大学以外の図書館がいっせいに採用 し

たというから、逆に考えれぽいかに盗難が多かっ



たかを示 している。だから当時の図書館 という

のは、この書見台の集まりだったのである。もっ

とも蔵書も多くはな く、千冊も置いてあれば超

A級 といわれた時代であるので この方式も可能

だった。私たちは今,壁 に書棚を取 りつけて、

本を隙間なく立てて並べている。最初にこの方

式に切 り替えたのは、イスパニア国王 ・フェリ

ペニ世が1582年 に完成 したエスコリアル宮殿の

図書室だった。王宮ならまさか万引もあるまい。

それに、活版印刷術 も発明されてすでに一世紀、

用紙の大量生産も進んで本も小型にな り、そ し

てかな り安 くなっていた。二十年ほど遅れて ミ

ラノのポロミニ枢機卿のアソプロジアナ図書館

もこの方式を取 り入れた。 しかもこの図書館は
一般公開 したにもかかわ らず、本を鉄鎖でつな

いでないとい うので全ヨーロッパが驚嘆 したと

い う。

引用回数の最多論文100編

学術論文をどう評価するかはむずか しい問題

である。独創性や他への影響などがいわれてい

るが、数字で示すわけにいかない。 ここ10年 ほ

ど定着 しているひとつの尺度は、他の論文に引

用 される頻度である。 これ とても、研究者数や

流行の度合にいち じるしく依存 し、多いからい

いともいえない。 しか し、一応の 目安になるこ

とは確かである。1961年 から1982年 にかけての

最多引用論文100編 の リス トが1984年 に公開さ

れ た 。 お ど ろ くべ き こ とに 生 化 学 や 細 胞 生 物 学

関 係 が9割 を 占 め て い る。20年 間 に 発 表 され た

2000万 編 近 い 論 文 の うち 、50回 以 上 引 用 され た

論 文 は わ ず か1%し か な い(表1)

た った1回 しか 引 用 され な い 論 文 が6割 を 占 め

て い る。10回 未 満 の 引 用 数 の 論 文 が 全 体 の9割

で あ る。 あ る研 究 者 が論 文 を つ づ け て 発 表 す れ

ば 、 自分 の 論 文 を 引 用 す るで あ ろ うか ら 、10編

の 論 文 の うち9編 まで は 自己 満 足 的 な も の に す

ぎな い こと に な る。

さ て 、最 多 引 用 論 文 はFolin法 で 有 名 な タ ソ

パ ク質 定 量 法 の論 文 で じつ に100639回 に お よぶ 。

第2,3位 は 、LaemmliやWeber,Osbornの 電 気

泳動 につい ての もので 、それ ぞれ16872回 と15189回

引 用 さ れ て い る 。Reynoldsの 電 子 顕 微 鏡 用 染

色 剤 クエ ソ酸 鉛 の 論 文 は 、第5位 に ラ ソ ク され

て い る(13907回)。 この よ うに 、 ひ ろ く用 い

られ て い る技 術 関 係 の 論 文 が 多 く引 用 さ れ て い

る。 これ に 対 して 、 ノ ー ベ ル賞 の 対 象 と な った

HodgkinとHuxley(1952),JacobとMonod

(1961),deDuve(1955)ら の 論 文 の 引 用 回

数 は2000台 で あ る 。

と ころ で 、 この 最 多 引 用 論 文 リス トに 日本 人

の 名 の あ が って い る論 文 は3編 み られ る 。 そ の

中 の2編 は ア メ リカで な さ れ た 研 究 の共 著 で あ

る。 真 の 意 味 の 日本産 は 大 村 恒 雄 ・佐 藤 了 両 教

授 に よ るチ トク ロ ムP450に 関 す る論 文(1964)

で 、3236回 引 用 され て い る 。

表1論 文の引用回数(1961～82)

引 用 回 数

>5000

2000～4999

1000～1999

500～999

100～499

50～99

25～49

15～24

10～14

5～9

2～4

1

合 計

論 文 数

20
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1,500
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145.000

393,000
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*〈0。01%以 下 。
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